
福
岡
県
矢
部
村
方
言
に
お
け
る
文
表
現

（
卒
論

福
岡
県
八
女
郡
矢
部
村
の
方
言
研
究
）

三
十
一
回
生

栗

原

恵

美

卒
論
「
福
岡
県
八
女
郡
矢
部
村
の
方
言
研
究
」
で
は
、
現
地
調
査

に
基
づ
い
て
、
矢
部
村
方
言
の
音
韻
と
文
法
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
＠

卒
論
目
次

序
論
本
論第

一

章

音

韻

第
一
節
音
韻
体
系

第
二
節
特
殊
な
音
韻
転
化
の
現
象

第
三
節
長
母
音
・
連
母
音
・
長
子
音

第
二
章
文
法

第
一
節
文
表
現

L
文
末
部

2
述
部

a修
飾
部

第
二
節
語
形
態

結

ぴ

乙
乙
で
は
「
福
岡
県
矢
部
村
方
言
に
お
け
る
文
表
現
」
と
題
し
て
、

卒
論
の
第
二
章
第
一
節
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
た
い
。

本
論
に
入
る
前
K
、
矢
部
村
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
位

置
と
し
て
は
福
岡
県
の
南
東
部
で
、
大
分
県
、
熊
本
県
と
境
を
な
し

て
い
る
．
人
口
二
千
七
百
人
余
り
の
山
聞
の
僻
地
で
あ
る
．
村
の
人

々
は
農
業
や
林
業
を
営
む
乙
と
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
て
い
る
．

さ
て
、
当
村
方
言
の
文
表
現
を
分
析
し
て
得
た
諸
要
素
の
う
ち
、

主
要
素
と
も
芭
う
べ
き
「
文
末
部
」
叶
述
部
」
「
修
飾
部
」
を
取
り

上
げ
、
各
々
の
表
現
機
能
の
究
明
を
進
め
て
い
く
乙
と
と
す
る
．

L

文
末
部

文
末
部
は
、
文
表
現
を
最
後
的
に
統
轄
し
、
か
つ
聞
き
手
へ
の
、

何
ら
か
の
呼
び
か
け
の
機
能
を
み
せ
る
の
が
一
日
暇
で
あ
る
．
い
わ
ば
、

文
表
現
の
特
質
は
乙
の
文
末
に
最
後
的
に
表
示
さ
れ
る
と
も
言
え
る
＠

。。
a
－
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文
末
部
に
は
文
末
詞
が
立
つ
。
矢
部
村
方
言
の
文
末
詞
の
お
も
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
．

①
ノ
1

0

キ
ョ
i
ワ
ヌ
ヲ
カ
ノ
l
．
（
今
日
は
暖
か
い
ね
え
。
）

「ノ
l
」
は
と
の
よ
う
に
、
単
純
な
詠
嘆
の
表
出
と
呼
び
か
け
の

機
能
が
あ
る
。
中
年
・
老
年
層
に
用
い
ら
れ
る
。

②
ナ
イ
・
ナ
イ
ヤ

O

キ
ョ

1
ワ

ヌ

V

カ
ナ
イ
（
ナ
イ
ヤ
）
．
（
今
日
は
暖
か
い

ね
え
．
〉

乙
の
よ
う
に
「
ナ
イ
・
ナ
イ
ヤ
」
は
、
「
ノ
l
」
と
同
じ
く
詠
嘆

表
出
、
お
よ
び
呼
び
か
け
の
機
能
が
強
い
．
た
だ
し
、
「
ノ
l
」
は

中
年
・
老
年
層
K
広
く
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
ナ
イ
・
ナ
イ
ヤ
」

は
語
気
が
多
少
荒
く
感
じ
ら
れ
る
と
と
ば
で
あ
る
た
め
、
男
性
が
用

い
、
女
性
は
殆
ど
用
い
な
い
。

③
ク
サ
・
ク
サ
イ
・
ク
サ
ン

「
ク
サ
」
は
文
語
の
係
助
詞
「
コ
ソ
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る

（
「
肥
後
の
方
言
」
）
．

。
ョ
カ
ク
サ
．
（
い
い
と
も
．
）

「
ク
サ
」
は
乙
の
よ
う
に
強
調
性
が
あ
り
て
話
し
手
の
断
乎
と
し

た
思
い
が
打
ち
出
さ
れ
る
．
乙
の
「
ク
サ
」
は
、
「
ク
サ
イ
」
と
「
イ

音
尾
」
を
と
っ
て
も
実
現
す
る
。
い
く
ら
か
柔
ら
げ
ら
れ
て
い
る
．

O

セ
ン
デ
ン
ヨ
カ
ク
サ
イ
。
（
し
な
く
て
も
い
い
さ
．
）

な
お
、
ま
れ
に

0

ヨ
カ
ク
サ
ン
．
（
い
い
と
も
．
）

の
よ
う
に
、
「
ク
サ
ン
」
の
使
わ
れ
る
乙
と
が
あ
る
。
乙
れ
に
も
「
ク

サ
イ
」
同
様
、
末
尾
の
鼻
音
に
強
調
を
柔
ら
げ
る
特
殊
な
効
果
が
認

め
ら
れ
る
．

④
タ
イ
・
ダ
イ

。
ィ
ヵ
ン
デ
チ
ャ
ヨ
カ
タ
ィ
．
（
行
か
な
く
て
も
い
い
よ
．
）

一
般
に
「
タ
イ
」
は
、
表
現
内
容
に
対
す
る
話
し
手
の
判
断
・
意

図
を
客
観
的
に
定
め
、
乙
れ
に
あ
る
普
遍
性
を
付
与
し
よ
う
と
す
る

機
能
を
に
な
う
と
乙
ろ
に
特
質
が
認
め
ら
れ
る
．

乙
の
「
タ
イ
」
は
「
タ
l
」
「
タ
ン
」
と
転
靴
し
で
も
用
い
ら
れ

る．
な
お
、
「
タ
イ
」
が
ウ
・
オ
段
長
音
を
受
け
る
場
合
な
ど
は
、
京
〆

イ
」
と
変
わ
る
の
が
普
通
で
あ
る
．

。
ヶ
シ
キ
ン
ヨ
カ
ッ
タ
ロ

l

ダ
ィ
．
（
景
色
が
良
か
っ
た
で

し
よ
う
．
〉

⑤
コ
テ

O

ハ
ヨ
イ
カ
ナ
コ
テ
．
（
早
く
行
か
な
く
て
は
。
）

乙
の
「
コ
テ
」
は
、
名
詞
「
コ
ト
」
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
。

例
文
の
よ
う
に
否
定
の
叙
述
を
ま
と
め
て
、
不
本
意
な
、
時
に
反
発

性
の
強
い
意
志
表
現
を
し
た
て
る
．

⑥
パ
イ

o
ド
ゲ
ン
シ
ョ
ン
ナ
カ
パ
イ
．
（
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
よ
．
）

こ
の
よ
う
に
「
パ
イ
」
は
話
し
手
個
人
の
判
断
を
一
方
的
に
表
出

し
、
訴
え
か
け
て
い
く
機
能
が
あ
る
．
い
わ
ば
、
話
し
手
中
心
の
、

一
方
的
な
自
己
表
出
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
．

⑦
ゲ
ナ

。
ド
ッ
カ

J
1
』

M

ヲへ

．T
ト
．
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乙
の
よ
う
に
「
ゲ
ナ
」
は
、
伝
聞
の
意
を
表
出
す
る
。

つ
い
述
部

述
部
は
、
文
の
叙
述
の
基
幹
を
な
す
部
分
で
あ
る
。

ω敬
語
法

①
J
ナ
サ
ル

O

オ
イ
シ
ャ
サ
ン
ノ
キ
ナ
サ
ッ
タ
（
お
医
者
さ
ん
が
い
ら
し

た
．
）

「
ナ
サ
ル
」
は
、
動
詞
の
連
用
形
に
接
し
て
、
高
い
尊
敬
の
意
を

表
す
。
動
調
「
為
す
」
の
未
然
形
＋
助
動
詞
「
る
」
が
四
段
化
し
た

も
の
。②
t
ナ
ハ
ル

O

オ
キ
ャ
ク
サ
ン
ノ
キ
ナ
ハ
ッ
タ
。
（
お
客
さ
ん
が
い
ら
し
た
。
）

乙
の
「
ナ
ハ
ル
」
は
前
述
の
「
ナ
サ
ル
」
が
変
形
し
た
・
も
の
で
あ

る。
＠
t
ス
（
サ
ス
・
ラ
ス
）

O

オ
ッ
チ
ャ
ン
ノ
イ
ワ
シ
タ
。
（
お
じ
さ
ん
が
言
わ
れ
た
．
）

O

コ
ノ
マ
エ
ケ
ッ
コ
ン
サ
シ
タ
＠
（
乙
の
前
結
婚
さ
れ
た
。
）

O

オ
キ
ャ
ク
サ
ン
ノ
オ
キ
ラ
シ
タ
。
（
お
客
さ
ん
が
起
き
ら
れ

た
。
）

乙
の
「
ス
」
は
い
わ
ゆ
る
五
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
に
接
す
る
。

活
用
形
も
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
が
、
命
令
形
は
な
い
＠

ま
た
「
サ
ス
」
は
、
「
結
婚
サ
ス
」
、
「
説
明
サ
ス
」
、
「
流
サ

ス
」
、
「
泣
か
サ
ス
」
な
ど
の
よ
う
に
「
ー
す
る
」
や
「

t
す
」
と

い
う
動
詞
に
接
続
す
る
＠

な
お
、
例
文
中
に
「
オ
キ
ラ
シ
タ
」
の
よ
う
な
「

t
ラ
ス
」
が
観

察
怠
れ
る
．
乙
れ
は
、
ラ
行
五
段
化
の
過
程
に
あ
る
動
詞
の
第
一
形

（
い
わ
ゆ
る
未
然
形
）
「
J
ラ
」
（
乙
の
場
合
は
「
オ
キ
ラ
」
）
に

先
述
の
「
ス
」
が
接
し
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
見
ラ
ス
」
「
ク

レ
ラ
ス
」
な
ど
同
類
で
あ
る
。

一
方
、

O

ナ
l
ン
モ

セ
ラ
ッ
サ
ン
。
（
何
も
さ
れ
な
い
。
）

の
「
セ
ラ
ッ
サ
ン
」
の
場
合
は
、
サ
変
動
詞
「
す
る
」
の
未
然
形
「
せ
」

に
「
ラ
ス
」
が
接
続
し
た
も
の
と
み
な
す
。
カ
変
動
調
「
来
る
」

K

F
」

お
い
て
も
同
様
で
「
来
ラ
ス
」

H

「
来
」
＋
「
ラ
ス
」
と
判
断
す
る
。

以
上
の
語
法
は
概
し
て
敬
意
度
が
低
い
。
し
か
も
、
だ
い
た
い
聞

き
手
に
対
し
て
で
は
な
く
、
話
題
中
の
第
三
者
に
関
し
て
用
い
る
の

が
普
通
で
あ
る
。
聞
き
手
に
関
し
て
用
い
れ
ば
、
敬
意
の
低
さ
か
ら

く
る
侮
蔑
的
な
色
調
を
伴
い
が
ち
で
、
礼
を
失
す
る
乙
と
に
も
な
る
。

そ
の
第
三
者
に
関
し
て
も
、

O

オ
カ
サ
ン
ノ
カ
エ
ッ
テ
コ
ラ
シ
タ
．
（
お
母
さ
ん
は
帰
っ
て

来
ら
れ
た
。
）

な
ど
の
よ
う
に
、
話
し
手
の
家
族
、
ま
た
は
、
乙
れ
に
類
す
る
人
々

に
関
し
て
用
い
る
乙
と
も
あ
る
。

ま
た
、
「
J
ス
（
ラ
ス
）
」
の
連
用
形
で
完
了
を
表
す
「

t
シ
タ

（
ラ
シ
タ
）
」
は
、
イ
音
便
で
次
の
よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
る
．

0

コ
ノ
マ
エ
イ
カ
イ
タ
パ
イ
。
（
乙
の
前
、
行
か
れ
た
よ
＠
）

乙
の
と
き
は
「
イ
カ
シ
タ
」
よ
り
も
、
さ
ら
に
敬
度
が
下
が
る
．

以
上
、
矢
部
村
方
言
に
お
け
る
敬
語
法
を
述
べ
た
が
、
そ
の
状
況

が
単
純
で
あ
る
乙
と
が
認
め
ら
れ
る
。
当
村
の
よ
う
に
、
社
会
関
係

や
人
間
関
係
が
内
輪
で
、

E
い
に
よ
く
知
り
合
い
、
親
し
み
合
い
、
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家
族
的
で
あ
れ
ば
、
高
い
敬
意
な
ど
を
表
現
す
る
必
要
が
な
く
、
そ

ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
却
っ
て
不
自
然
な
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
は
、
交
通
・
通
信
・
文
化
の
発
展
に
よ
っ
て
、
他
地

域
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
ま
た
、
人
々
の
村
外
流
出
が
多
く
な
る
に

つ
れ
て
、
敬
語
の
あ
り
方
を
考
え
、
ま
た
、
教
育
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ω様
態
叙
法

矢
部
村
方
言
に
あ
っ
て
も
、
動
作
の
進
行
態
と
状
態
の
継
続
態
と

が
叙
法
を
異
に
す
る
＠
い
ず
れ
も
「
お
る
」
が
機
能
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
立
す
る
が
、
そ
の
「
お
る
」
が
前
者
（
動
作
進
行
態
）
は
用

言
に
直
接
し
、
後
者
（
状
態
継
続
態
）
は
用
言
に
「
て
」
を
介
し
て

接
す
る
点
に
、
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

①
動
作
進
行
態

動
作
進
行
態
は
次
の
よ
う
に
「

t
ヨ
ル
」
で
表
わ
さ
れ
る
．

O

ア
メ
ン
フ
リ
ヨ
ル
ヨ

1
0

（
雨
が
降
っ
て
い
る
よ
1
0
）

な
お
、
次
の
例
は
形
容
詞
に
接
し
て
過
去
の
進
行
態
を
表
す
、
特

殊
な
例
で
あ
る
．

0

ム
カ
シ
ャ
マ

i
ダ
ア
ツ
カ
リ
ヨ
ッ
タ
。
（
昔
は
ま
だ
暑
か

っ
た
＠
）

②
状
態
継
続
態

状
態
継
続
態
は
次
の
よ
う
に
「

t
ト
ル
」
で
表
さ
れ
る
．

O

チ
ッ
ト
ク
モ
ッ
ト
ル
ナ
イ
。
（
少
し
曇
っ
て
い
る
ね
え
。
）

ω可
能
態
叙
法

可
能
の
表
現
に
あ
っ
て
、
「
能
力
可
能
」
と
「
状
況
可
能
」
と
が

叙
法
を
異
に
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。

①
能
力
可
能
法

「
能
力
可
能
」
と
は
、
一
定
の
動
作
が
、
主
と
し
て
そ
の
動
作
主

体
の
能
力
に
基
づ
い
て
、
成
就
実
現
す
る
場
合
を
、
特
に
と
の
よ
う

に
言
っ
て
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
能
力
可
能
は
普
通
「
キ
ル
」

に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
．

。
ヵ
ト
シ
テ
モ
タ
ベ
キ
ル
。
（
固
く
て
も
食
べ
ら
れ
る
。
）

右
の
例
文
の
「
タ
ペ
キ
ル
」
は
、
動
作
主
体
に
、
食
べ
る
能
力
が

備
わ
っ
て
い
て
、
当
該
の
動
作
が
、
成
就
実
現
す
る
乙
と
を
表
し
て

い
る
。不
可
能
を
表
す
場
合
は
、
ま
た
、
「
モ
チ
ャ
キ
ラ
ン
」
（
持
て
な

い
）
、
「
シ
ワ
キ
ラ
ン
」
（
で
き
な
い
）
な
ど
の
よ
う
に
「

t
は」

を
用
い
て
限
定
・
強
調
の
表
現
を
し
た
て
る
こ
と
が
あ
る
。

②
状
況
可
能

「
状
況
可
能
」
と
は
、
一
定
の
動
作
が
、
そ
の
動
作
主
体
の
立
つ
、

客
観
的
状
況
に
支
え
ら
れ
て
成
就
実
現
す
る
場
合
を
、
特
に
、
こ
の

よ
う
に
言
っ
て
、
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
．

「
状
況
可
能
」
に
は
、
「

t
ル
ル
（
ラ
ル
ル
）
」
が
立
つ
＠

0

ヨ
1
ナ
ッ
タ
ケ
ン
モ

1

オ
キ
ラ
ル
ル
＠
（
よ
く
な
ヮ
た
か

ら
、
も
う
起
き
ら
れ
る
＠
）

o
ク
ル
マ
パ
モ
ッ
ト
ル
ナ
ラ
ド
コ
サ
ン
デ
ン
イ
カ
ル
ッ
タ
イ
。

（
車
を
持
っ
て
い
る
な
ら
、
ど
こ
へ
で
も
行
か
れ
る
ね
．
）

い
ず
れ
も
動
作
の
成
就
（
不
成
就
）
が
、
客
観
的
な
状
況
に
基
づ
く

と
し
て
の
可
能
表
現
で
あ
る
＠

同
否
定
法

主
と
し
て
「
否
定
形
」
で
立
つ
動
詞
の
か
か
わ
る
特
定
の
習
慣
的
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叙
法
を
異
に
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。

－
4
f
Fレ
E
品目
L

ムヶ
b

な
表
現
に
注
目
し
て
み
る
。

①
ノ
サ
ン

O

コ
ゲ
ン
ア
ツ
カ
ト

な
い
．
）

乙
の
「
ノ
サ
ン
」
は
「
堪
え
ら
れ
な
い
」
の
意
味
で
慣
用
言
れ
て

い
る
。
乙
の
意
味
の
系
列

κ属
す
る
「
否
定
形
」
以
外
の
活
用
形
は

認
め
ら
れ
な
い
。

②
ナ
ラ
ン

o
ワ
リ
コ
ツ
ァ
シ
チ
ャ
ナ
ラ
ン
＠
（
悪
い
と
と
は
し
て
は
い

け
な
い
。
）

乙
の
「
（

t
は
）
ナ
ラ
ン
」
は
、
禁
止
の
言
い
方
で
あ
る
。

＠
イ
カ
ン

O

ハ
ヨ
カ
エ
ラ
ン
ト
イ
カ
ン
。
（
早
く
帰
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
）

乙
の
「
（
1
セ
ン
ト
）
イ
カ
ン
」
は
、
意
志
・
判
断
の
表
明
で
あ

ヲ。④
t
ダ
サ
ン

o
コ
ズ
カ
イ
モ
モ
ラ
イ
ダ
サ
ン
。
（
小
遣
い
も
も
ら
う
乙
と
が

で
き
な
い
。

外
的
な
状
況
に
制
約
さ
れ
て
の
不
可
能
を
表
す
言
い
方
で
あ
る
。

ω希
望
・
願
望
法

①
タ
カ

o
ウ
ミ
ニ
イ
キ
タ
カ
。
（
海
に
行
き
た
い
。
）

願
望
を
表
す
「
タ
カ
」
は
「
タ
イ
」
が
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ザ
令
。

ノ
サ
ン
。

（
こ
ん
な
に
暑
い
と
た
ま
ら

同
否
定
法

主
と
し
て
「
否
定
形
」
で
立
つ
動
詞
の
か
か
わ
る
特
定
の
習
慣
的

②
ゴ
タ
ル

O

カ
ン
ゴ
フ
サ
ン
ニ
ナ
ロ
！
ゴ
タ
ル
。
（
看
護
婦
さ
ん
に
な
り
た
い
φ

「
ゴ
タ
ル
」
は
比
況
の
助
動
詞
「
ゴ
ト
シ
」
の
語
幹
「
ゴ
ト
」
＋

補
助
動
詞
「
ア
ル
」
の
「
ゴ
ト
ア
ル
」
か
ら
出
来
た
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
矢
部
村
方
言
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
ゴ
ト
ア
ル
」
の
形

は
み
ら
れ
な
い
。

な
お
、
乙
の
希
望
・
願
望
の
用
法
の
「
ゴ
タ
ル
」
は
、
動
詞
の
意

志
形
に
接
続
す
る
＠
ま
た
、
比
況
（
ー
の
よ
う
だ
）
の
意
を
表
す
「
ゴ

タ
ル
」
は
活
用
語
の
終
止
形
、
及
び
意
志
形
、
「
体
言
＋
の
」
に
下
接

す
る
。間

勧

誘

法

O

ヤ
マ
サ
ン
ハ
ヨ
イ
コ
イ
＠
（
山
に
早
く
行
き
ま
し
ょ
う
。
）

こ
の
よ
う
に
動
調
の
意
士
山
形
に
「
イ
」
を
下
接
さ
せ
る
乙
と
に
よ

っ
て
、
勧
誘
の
意
を
表
出
す
る
．

剛
体
言
化
法

述
部
を
体
言
化
す
る
特
殊
な
表
現
法
は
、
特
に
「
体
言
化
法
」
と

し
て
把
握
さ
れ
る
＠

O

マ
l
ダ

ヨ

l
イ
シ
ト
ラ
ン
ト
コ
レ

l
。
（
ま
だ
用
意
し

て
い
な
い
の
に
＠
）

乙
の
末
尾
に
位
置
す
る
「
ト
コ
レ
」
は
、
体
言
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
る
．
乙
れ
に
は
期
待
に
反
す
る
心
意
を
表
す
内
容
が
認
め
ら
れ

ス
v

．
仰
特
殊
句
法

動
詞
の
用
い
万
に
、

①
来
る

句，．4
 

特
殊
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。



0

コ
ン
パ
ン
ク
ッ
ケ
ン
ノ

1
．
（
今
晩
行
く
か
ら
ね
え
・
）

こ
の
よ
う
に
「
来
る
」
が
、
自
己
の
動
作
の
「
行
く
」
の
意
で
も

用
い
ら
れ
て
、
特
色
を
示
し
て
い
る
。
乙
の
「
来
る
」
は
、
目
的
地

に
重
点
を
お
い
て
の
特
殊
句
法
で
あ
る
。

②
あ
る

o
r
a
l
 
ア
ロ
！
。
（
ど
う
だ
ろ
う
↓
ど
う
で
も
よ
い
。
）

ア
ヅ
カ
イ
。
（
ど
う
だ
ね
。
）

乙
ζ

に
も
「
あ
る
」
の
特
殊
句
法
が
み
ら
れ
る
。

ふ
4

、 o
r
a
l
 

「
あ
る
」

さ
ら
に

O

ナ
ン
ジ
ア
ッ
カ
イ
。
（
何
時
か
い
。
）

。
ィ
チ
ジ
ア
ル
ヨ
。
（
一
時
だ
よ
。
）

の
よ
う
に
時
間
表
示
に
関
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

＆

修

飾

部

乙
乙
で
は
、
主
と
し
て
述
部
に
か
か
る
修
飾
部
を
と
り
あ
げ
る
。

そ
れ
も
、
い
わ
ゆ
る
連
用
修
飾
部
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

乙
こ
で
は
主
と
し
て
、
助
詞
の
お
こ
な
わ
れ
る
修
飾
部
を
と
り
あ
げ
、

そ
の
特
質
を
記
述
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ω格
表
現

格
助
詞
に
よ
っ
て
し
め
く
く
ら
れ
る
修
飾
部
の
お
も
な
も
の
を
と

り
あ
げ
る
。

①
1
ノ

は
じ
め
に
、
「
ノ
」
の
主
格
表
示
の
用
法
で
あ
る
。

O

ソ
ン
チ
ョ

l
サ
ン
ノ
キ
ナ
サ
ル
．
（
村
長
さ
ん
が
い
ら
っ
し

や
る
。
）

＠
t
ガ

「
ガ
」
に
よ
る
主
格
表
現
は
、
次
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

O

オ
ド
ン
ガ
イ
コ

l
。
（
私
が
行
乙
う
。
）

。
ダ
ヅ
ガ
シ
タ
ツ
カ
。
（
誰
が
し
た
の
か
＠
）

乙
の
よ
う
に
、
自
称
、
お
よ
び
不
定
称
の
代
名
調
は
、
だ
い
た
い

「
ガ
」
を
と
り
や
す
い
。

。
ム
カ
シ
ン
ト
ガ
ヨ
ヵ
。
（
昔
の
が
い
い
。
）

右
の
よ
う
に
、
比
較
法
に
立
つ
表
現
の
場
合
な
ど
、
い
わ
ば
、
主

格
の
強
調
の
場
合
に
は
「
ガ
」
が
お
こ
な
わ
れ
や
す
い
。

。
コ
リ
ガ
ク
ロ
カ
＠
（
乙
れ
が
黒
い
。
）

こ
の
よ
う
に
、
指
示
代
名
詞
の
格
は
、
「
ガ
」
に
よ
っ
て
表
示
さ

れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
＠

「
が
」
に
よ
る
主
格
表
現
は
、
「
ノ
」
に
よ
る
そ
れ
に
比
し
て
、

用
法
が
限
ら
れ
て
お
り
、
使
用
頻
度
も
比
較
的
低
い
。

③
J
サ
ン

方
向
は
、
普
通
「
サ
ン
」
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
．

0

ガ
ッ
コ
サ
ン
イ
コ
イ
。
（
学
校
に
行
乙
う
＠
）

④

t
パ

対
象
は
、
「
パ
」
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
の
が
、
普
通
で
あ
る
＠

O

コ
ッ
パ
ク
ダ
サ
イ
。
（
乙
れ
を
く
だ
さ
い
。
）

ω接
続
表
現

接
続
助
調
に
よ
っ
て
し
め
く
く
ら
れ
る
修
飾
部
の
主
な
も
の
を
と

り
あ
げ
る
＠

①
t
ケ
l

・
ケ
ン

O

ヒ
ノ
ク
ル
ッ
ケ

l

ら
早
く
帰
ろ
う
。
）

ハ
ヨ

モ
ド
ロ
イ
。

-48-

（
日
が
暮
れ
る
か



「ヶ
l

・
ケ
ン
」
は
順
接
の
既
定
条
件
を
表
す
。

②
パ
ッ
テ
ン
・
パ
ッ
テ

O

ハ
ジ
メ
カ
ッ
タ
パ
ッ
テ
ン
ア
ト
カ
ラ
マ
ケ
タ
。

は
勝
っ
た
け
ど
、
あ
と
か
ら
敗
け
た
。
）

「
パ
ッ
テ
ン
」
は
逆
接
の
既
定
条
件
を
表
す
。
こ
れ
は
縮
約
化
さ
れ

て
、
「
パ
ッ
テ
」
と
も
な
る
。

前
項
の
「
ケ
ン
」
と
「
パ
ッ
テ
ン
」
は
、
「
ガ
」
を
伴
っ
て
、
「
ヶ

ン
ガ
」
、
「
パ
ッ
テ
ン
ガ
」
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

乙
の
「
ガ
」
は
接
続
、
修
飾
の
構
え
に
応
じ
て
添
加
さ
れ
て
い
っ
た

と
み
ら
れ
る
＠

＠
t
ト
コ
レ

o
イ
ッ
タ
ト
コ
レ
ダ
l
レ
ン
オ
ラ
ン
モ
ン
。
（
行
っ
た
の
に

誰
も
い
な
い
も
の
。
）

「
ト
コ
レ
」
は
逆
接
の
既
定
条
件
を
表
す
。

ω限
定
表
現

①

t
シ
コ

o
コ
ガ
シ
コ
シ
ト
ヶ
．
（
こ
れ
だ
け
し
て
お
け
。
）

一
定
の
範
囲
、
ま
た
は
限
定
を
表
す
。

②

t
パ
シ

O

ア
ン
ヒ
ト
デ
パ
シ
ナ
カ
ラ
ニ
ャ
ワ
カ
ラ
ン
メ

1
．
（
あ
の

人
で
で
も
な
い
と
わ
か
る
ま
い
。
）

乙
の
よ
う
に
、
提
示
の
機
能
を
見
せ
て
い
る
．

O

ペ
ン
キ
ョ

l
パ
シ
ス
ッ
ゴ
ツ
。
（
勉
強
も
し
な
い
の
に
。
）

乙
の
例
文
に
見
ら
れ
る
「

t
パ
シ
J
ゴ
ツ
（
ト
）
」
は
、
一
文
中

に
慣
用
さ
れ
て
、
一
種
の
反
語
表
現
を
生
ん
で
い
る
。

（
初
め

i

E－
〈

t
n
．，，
J

、ー

＠
t
パ
ッ
カ
シ

O

ム
カ
シ
ン
コ
ツ
パ

V

カ
シ

話
さ
れ
る
＠
）

「
ー
ば
か
り
」
の
変
化
し
た
形
で
あ
ろ
う
。

④
J
テ
ロ
ン

O

カ
キ
テ
ロ
ン
ミ
カ
ン
テ
ロ
ン
ア
パ
カ
ン

と
か
み
か
ん
と
か
、
た
く
さ
ん
も
ら
っ
た
。
）

並
列
の
機
能
を
に
な
う
も
の
で
あ
る
。

⑤
t
ガ
タ
・
ガ
ツ

O

ヒ
ャ
ク
エ
ン
ガ
タ
（
ガ
ツ
）
ク
ダ
サ
イ
。
（
百
円
分
く
だ
当
い
。
）

分
量
の
限
定
を
表
す
語
で
あ
る
＠

⑥
 
限
定
表
現
に
か
か
わ
る
助
調
は
、
以
上
の
外
に
、

な
も
の
が
あ
る
。

デ
ン
（
で
も
）

デ
〈
ま
で
）

が
ら
）

ハ
ナ
サ
ス
。

（
昔
の
乙
と
ば
か
り

モ
ロ
タ
。

柿

n
U
 

4aτ 

な
お
次
の
よ
う

・
ダ
ケ

a

ナ
ッ
ト
（
な
り
と
）
・
マ

・
ズ
ツ
（
ず
つ
）
・
ナ
ガ
ラ
（
な

・
ド
ン
（
ど
も
）

（
だ
け
）

以
上
、
矢
部
村
方
言
に
お
け
る
文
表
現
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
が
、

紙
面
の
都
合
で
、
矢
部
村
方
言
の
音
韻
や
語
形
態
は
省
い
て
い
る
。

よ
り
詳
し
い
も
の
を
求
め
ら
れ
る
万
は
、
卒
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。


